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令 和 ２ 年 度質
問

鵠
沼
海
浜
公
園
ス
ケ
ー

ト
パ
ー
ク
で
は
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
※
）
手
法
を
活
用
し

た
再
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、

事
業
者
が
工
事
費
抑
制
の
た
め

に
一
気
に
工
事
を
進
め
た
場
合
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
Ｂ
Ｍ
Ｘ
等

で
利
用
し
て
い
る
方
に
対
す
る

代
替
地
の
用
意
や
、
増
設
に
関

す
る
考
え
は
あ
る
か
。
ま
た
、

青
少
年
の
育
成
の
観
点
か
ら
、

利
用
料
は
値
上
げ
す
る
べ
き
で

な
い
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
聞
き
た
い
。

答
弁

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手

法
に
よ
り
全
面
を
貸
し
付
け
た

場
合
や
工
期
が
延
び
た
場
合
に

お
い
て
も
、
平
成
30
年
に
整
備

し
た
コ
ン
ビ
プ
ー
ル
の
ほ
か
、

現
在
利
用
し
て
い
る
施
設
は
可

能
な
限
り
利
用
で
き
る
よ
う
事

業
者
と
調
整
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
北
部
方

面
で
も
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
で

き
る
場
所
の
設
置
を
求
め
る
要

望
が
多
い
こ
と
か
ら
、
秋
葉
台

公
園
の
利
用
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。

青
少
年
の
育
成
の
観
点
と
し

て
は
、
現
在
、
小
中
学
生
の
入

場
料
を
１
０
０
円
と
し
て
い
る

が
、
地
域
の
実
情
や
当
公
園
の

特
性
等
を
踏
ま
え
、
事
業
者
が

決
定
し
た
後
も
、
現
状
を
超
え

な
い
範
囲
で
適
正
な
料
金
を
設

定
し
て
い
く
。

農
福
連
携
の
推
進

多
く
の
事
業
者
と
連
携

質
問

農
福
連
携
に
関
し
て
は
、

い
。ま

た
、
ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
ふ
じ

さ
わ
の
対
象
者
が
39
歳
ま
で
の

若
者
と
な
っ
て
い
る
が
、
対
象

者
枠
の
拡
大
に
つ
い
て
の
検
討

状
況
を
聞
き
た
い
。

答
弁

就
職
氷
河
期
世
代
で
は
、

非
正
規
雇
用
を
繰
り
返
す
な
ど

不
安
定
な
就
労
状
態
に
あ
る
方

や
、
無
業
の
状
態
が
続
き
、
ひ

き
こ
も
り
が
長
期
化
し
て
い
る

方
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
直
面

業
の
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
か
ら
も
、
様
々
な
事
業

者
や
農
協
等
と
連
携
し
た
取
組

を
進
め
、
農
福
連
携
が
浸
透
し

て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

就
職
氷
河
期
世
代

幅
広
く
支
援
す
る

質
問

就
職
氷
河
期
世
代
を
対

象
と
し
た
積
極
的
な
取
組
が
全

国
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
取
組
に
つ
い
て
聞
き
た

で
２
回
実
施
し
た
。
ま
た
、
農

家
側
に
障
が
い
の
あ
る
方
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な

い
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
業

版
の
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ナ
ー
育
成

に
関
す
る
連
続
講
座
を
併
せ
て

実
施
し
た
。
２
年
度
は
農
家
側

が
安
心
し
て
雇
用
で
き
る
よ
う

に
流
れ
を
作
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

農
家
以
外
の
方
と
の
連
携
と

し
て
は
、
市
内
の
事
業
者
や
農

協
関
係
者
に
も
農
福
連
携
の
意

識
を
持
っ
た
方
が
多
く
お
り
、

ま
た
、
本
市
が
神
奈
川
県
の
農

福
連
携
等
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事

福
祉
の
側
面
だ
け
で
な
く
、
農

業
の
側
面
か
ら
見
て
も
、
担
い

手
不
足
や
遊
休
農
地
等
の
解
消

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
見

解
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
農
家
以
外
の
法
人
や

農
協
関
係
者
等
の
協
力
を
得
な

が
ら
進
め
る
こ
と
も
一
つ
の
方

法
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

聞
き
た
い
。

答
弁

農
福
連
携
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
を
活
用
し
推

進
し
て
い
る
。令
和
元
年
度
は
、

農
福
連
携
を
周
知
す
る
た
め
の

オ
ー
プ
ン
講
座
を
Ｆ
プ
レ
イ
ス

質
問

観
光
案
内
サ
イ
ン
の
整

備
の
た
め
、
令
和
元
年
度
に
実

施
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
結
果
と
効
果
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

査
に
関
し
て
、
市
民
へ
の
啓
発

の
取
組
状
況
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
乾
燥
標
本
室
に
収
蔵

す
る
標
本
を
市
民
に
公
開
し
、

普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
に
つ
い

て
の
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

自
然
環
境
実
態
調
査
の

結
果
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
各
市
民
図
書
館
、

各
小
中
学
校
へ
の
配
架
及
び
有

償
刊
行
物
と
し
て
取
り
扱
う
こ

と
に
よ
り
、
生
物
多
様
性
の
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
自
然
環
境
実
態
調
査

に
よ
り
採
取
さ
れ
た
、
本
市
に

自
生
し
て
い
る
植
物
等
の
乾
燥

標
本
は
、
現
在
、
日
本
大
学
生

物
資
源
科
学
部
に
約
２
５
０
０

点
保
管
し
て
い
る
が
、
今
後
、

順
次
分
庁
舎
の
乾
燥
標
本
室
に

て
い
る
施
設
と
民
間
が
管
理
運

営
し
て
い
る
施
設
が
混
在
し
て

い
る
部
分
も
あ
り
、
役
割
分
担

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
活
用
は
、
施
設
整
備
に
当
た

っ
て
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
た
だ
の
財
源
確
保
の
手

段
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
魅

力
あ
る
特
典
を
生
み
出
せ
る
よ

う
、
先
進
事
例
や
今
回
得
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
研
究
し
て
い

く
。植

物
の
乾
燥
標
本
室

分
庁
舎
で
公
開
を
検
討

質
問

藤
沢
市
生
物
多
様
性
地

域
戦
略
に
基
づ
き
、
過
去
２
回

実
施
さ
れ
た
自
然
環
境
実
態
調

ィ
ン
グ
は
観
光
案
内
サ
イ
ン
だ

け
で
な
く
、
観
光
施
設
等
に
も

活
用
で
き
る
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

元
年
度
に
実
施
し
た
観

光
案
内
サ
イ
ン
の
整
備
に
関
す

る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

は
、
35
日
間
の
期
間
で
募
集
を

し
た
と
こ
ろ
、
１
週
間
で
目
標

金
額
に
達
し
た
た
め
、
急
遽
枠

数
を
広
げ
再
募
集
し
た
こ
と
に

よ
り
、
延
べ
２
０
９
人
か
ら
合

計
２
１
６
万
４
千
円
の
寄
附
を

い
た
だ
い
た
。
観
光
案
内
板
に

名
前
を
刻
む
こ
と
を
特
典
と
し

た
こ
と
が
効
果
的
だ
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
観
光
案
内
サ
イ
ン
以

外
に
観
光
施
設
等
へ
活
用
す
る

場
合
に
は
、
市
が
管
理
運
営
し

し
困
難
を
抱
え
て
い
る
方
が
お

り
、
そ
の
対
象
は
幅
広
い
と
認

識
し
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
非
正
規
雇
用

を
繰
り
返
す
方
に
対
し
て
は
、

就
労
支
援
講
座
や
自
己
理
解
を

深
め
る
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
し

て
お
り
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と

し
て
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
等
も
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、

ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も
り
と
呼
ば

れ
る
状
況
の
方
に
対
し
て
は
、

ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
ふ
じ
さ
わ
を
実

施
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
ふ
じ
さ
わ
の

対
象
は
、
お
お
む
ね
15
歳
か
ら

39
歳
の
若
者
と
そ
の
家
族
と
し

て
い
る
が
、
国
が
実
施
す
る
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
44
歳
ま
で

を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
２
年
度
は
44
歳
ま
で
の
方

の
相
談
に
応
じ
て
い
く
。

移
転
す
る
予
定
で
あ
る
。
主
に

学
術
的
な
標
本
で
あ
る
た
め
一

般
市
民
向
き
で
は
な
い
が
、
閲

覧
時
の
課
題
を
整
理
し
た
上
で

ル
ー
ル
を
定
め
、
希
望
者
へ
の

公
開
を
検
討
し
て
い
く
。

普
及
啓
発
を
図
る
取
組
と
し

て
、
藤
沢
市
生
物
多
様
性
地
域

戦
略
で
は
、
拠
点
機
能
の
構
築

を
政
策
の
一
つ
に
位
置
づ
け
て

お
り
、（
仮
称
）
生
物
多
様
性

セ
ン
タ
ー
の
創
設
を
重
点
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
掲
げ
て
い
る
。
セ
ン

タ
ー
機
能
と
し
て
、
長
久
保
公

園
都
市
緑
化
植
物
園
の
施
設
活

用
が
有
効
と
考
え
て
お
り
、
令

和
２
年
度
に
長
久
保
公
園
管
理

棟
の
劣
化
診
断
を
予
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

（※）Park-PFI…飲食店や売店等の公園利用者の利便性向上に資する施設を設置し、その収益を活用して公園の整備・改修等を一体的に行う事業者を、公募により選定する制度。
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副
市
長
に
和
田
氏
、
宮
治
氏

教
育
長
に
岩
本
氏

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
等
に
も
同
意

○
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

令
和
２
年
３
月
31
日
を
も

っ
て
副
市
長
の
小
野
秀
樹
氏
、

宮
治
正
志
氏
が
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
次
の
二
名
を
副

市
長
に
選
任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
同
意
を
求
め

る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
２
年
４
月
１
日
か

ら
６
年
３
月
31
日
ま
で
の
４

年
間
。

・
和
田
章
義
氏
（
新
任
）

・
宮
治
正
志
氏
（
再
任
）

（
い
ず
れ
も
藤
沢
市
在
住
）

○
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

令
和
２
年
３
月
31
日
を
も

っ
て
教
育
長
の
平
岩
多
恵
子

氏
が
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

議
員
全
員
協
議
会
は
、
３

月
６
日
に
開
催
さ
れ
、
市
政

運
営
の
総
合
指
針
２
０
２
０

の
改
定
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、
こ
れ
に
対
し
、
質
疑
を

行
っ
た
。

〈
市
の
説
明
〉

市
政
運
営
の
総
合
指
針
は

平
成
26
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
29
年
度
か
ら
は
、
現
在

の
市
政
運
営
の
総
合
指
針
２	

０
２
０
を
進
め
て
い
る
。
こ

の
総
合
指
針
の
期
間
が
令
和

２
年
度
ま
で
で
あ
る
こ
と
か

ら
、改
定
作
業
に
着
手
す
る
。

３
年
度
か
ら
の
４
年
間
は
、

東
京
２
０
２
０
大
会
の
レ
ガ

シ
ー
を
生
か
し
、
２
０
２
５

年
問
題
の
喫
緊
の
課
題
と
と

次
の
者
を
新
た
に
教
育
長
に
任

命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
２
年
４
月
１
日
か
ら

５
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
。

・
岩
本
將
宏
氏
（
藤
沢
市
在
住
）

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

藤
沢
市
域
の
人
権
擁
護
委
員

の
二
名
が
、
令
和
２
年
６
月
30

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

た
め
、
法
務
大
臣
に
新
た
な
候

補
者
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
２
年
７
月
１
日
か
ら

５
年
６
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
。

・
桒
山
直
子
氏
（
再
推
薦
）

も
に
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

が
全
て
高
齢
者
と
な
る
２
０	

４
０
年
以
降
の
時
代
に
対
応

す
る
た
め
、
持
続
可
能
な
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
転
換

を
大
胆
に
行
っ
て
い
く
。

多
く
の
方
の
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

視
点
も
取
り
入
れ
た
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
の
明
確
化
を
図
り
つ

つ
、
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
施
策
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
。３

年
度
か
ら
の
市
政
運
営

に
つ
い
て
も
、
目
指
す
べ
き

輝
か
し
い
藤
沢
の
未
来
の
姿

を
皆
様
と
一
緒
に
描
き
、
マ

ル
チ
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

で
進
め
て
い
く
。

・
青
木
格
氏
（
新
規
推
薦
）

（
い
ず
れ
も
藤
沢
市
在
住
）

○
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委

員
の
委
嘱
に
つ
い
て

藤
沢
市
個
人
情
報
保
護
審

査
会
委
員
の
五
名
が
、
令
和

２
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
委
員

を
委
嘱
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
２
年
４
月
１
日
か

ら
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
２

年
間
。

・
小
澤
弘
子
氏
（
再
任
・
鎌

倉
市
在
住
）

・
酒
井
辰
彦
氏
（
新
任
・
藤

沢
市
在
住
）

・
篠
崎
百
合
子
氏
（
再
任
・

鎌
倉
市
在
住
）

・
宮
地
基
氏
（
新
任
・
横
浜

市
在
住
）

・
吉
田
眞
次
氏
（
再
任
・
横

浜
市
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沼
海
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公
園
ス
ケ
ー
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ク

利
用
の
継
続
性
と
青
少
年
の
育
成
を
図
る

民
間
資
金
を
活
用
し
た
新
手
法
で
再
整
備

令和２年度一般会計及び８特
別 会 計 予算（ 総 額２，６８５億 
６，４６１万１千円）並びに議案第
７５号「藤沢市職員定数条例の
一部改正について」ほか１議案、
計１１議案は、３月１１日に設置さ
れた予算等特別委員会において９
日間にわたり審査が行われました。

その結果、３月２５日の本会議
で全て可決されました。

ここでは、予算等特別委員会
の審査の概要をお知らせします。

令和２年度予算等特別委員会委員
委員長 大矢　　徹 副委員長 北橋　節男
委　員 土屋　俊則 委　員 山内　幹郎
　〃　 石井　世悟 　〃　 西　　　智
　〃　 安藤　好幸 　〃　 神尾　江里
　〃　 清水竜太郎 　〃　 松長由美絵
　〃　 友田　宗也 　〃　 杉原　栄子
　〃　 甘粕　和彦 　〃　 佐野　　洋
　〃　 東木　久代 　〃　 武藤　正人

観光施設整備へ活用する

魅力的な特典の創出
クラウドファンディング

議
員
全
員
協
議
会
を
開
催

市
政
運
営
の
総
合
指
針
２
０
２
０
の

改
定
に
つ
い
て
報
告

⑵


